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企
業
減
税
等
か
ら
確
実
な
賃
金
引
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

内
閣
府
が
発
表
し
た
今
年
四
～
六
月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
改
定
値
は
、
実
質
で
前
期
（
一
～

三
月
期
）
比
〇
・
九
％
増
と
な
り
、
年
率
換
算
で
は
三
・
八
％
増
と
、
八
月
発
表
の
速
報
値
（
年
率
二
・
六

％
増
）
か
ら
大
幅
に
上
方
修
正
さ
れ
た
。
実
体
経
済
の
現
状
を
示
す
数
多
く
の
指
標
が
改
善
し
、
企
業
の
景

況
感
が
上
向
い
て
い
る
一
方
で
、
賃
金
上
昇
を
実
感
す
る
国
民
は
少
な
く
、
賃
上
げ
要
請
が
高
ま
っ
て
い
る
。

去
る
十
月
一
日
に
決
定
さ
れ
た
税
制
改
正
大
綱
に
は
企
業
減
税
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
賃

上
げ
な
ど
景
気
浮
揚
に
向
け
た
動
き
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
企
業
自
身
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
、
内
部
留
保
に

と
ど
ま
る
の
で
は
と
の
懸
念
も
拭
え
な
い
。

ま
た
、
同
じ
く
税
制
改
正
大
綱
の
中
で
「
所
得
拡
大
促
進
税
制
」
の
要
件
緩
和
方
針
が
決
定
さ
れ
た
が
、

さ
ら
な
る
支
援
策
と
し
て
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
助
成
金
と
し
て
、
中
小
企
業
の
最

低
賃
金
引
上
げ
支
援
対
策
費
補
助
金
（
業
務
改
善
助
成
金
）
の
拡
充
を
図
る
こ
と
や
、
業
界
を
挙
げ
た
賃
金

底
上
げ
の
環
境
整
備
を
支
援
す
る
助
成
金
（
業
種
別
中
小
企
業
団
体
助
成
金
）
な
ど
の
拡
充
を
図
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
九
月
に
始
ま
っ
た
政
府
、
労
働
者
、
企
業
経
営
者
の
各
代
表
に
よ
る
「
政
労
使
会
議
」
で
は
、

賃
金
の
引
上
げ
が
経
済
成
長
に
必
要
不
可
欠
と
の
認
識
を
労
使
間
で
共
有
し
、
企
業
が
賃
金
を
引
上
げ
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
の
実
行
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る
景
気
回
復
の
兆
し
か
ら
、
実
感
が
伴
う
景
気
回
復
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

減
税
等
に
よ
る
業
績
好
転
か
ら
得
た
収
益
を
確
実
に
賃
金
上
昇
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
「
賃
金
の
配
分
に
関

す
る
ル
ー
ル
」
作
り
も
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
実
効
的
な
賃
上
げ
に
結
び
付
く
よ
う
な
施
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
具
体
的
な
道
筋
を
示
す
こ
と
を
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
一
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